
別添１

議案第１号

令和7年1月　　日

協議会名：

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

①運行事業者 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

守谷市地域公共交通活性
化協議会(運行主体：守谷
タクシー有限会社、関鉄タ
クシー株式会社、小川交通
有限会社、株式会社守谷
福祉協会）

守谷市デマンド乗合交通
営業区域：市内全域
月曜から土曜日、祝日
運行時間：8：00～16：30
運賃：300円（障害者手帳及び
療育手帳保持者は２００円）

市内高齢者サロンにて、高齢
者の方を対象にデマンド乗合
交通を含む公共交通利用講座
を実施し、市内公共交通網の
周知と利用方法の普及に努め
た。

A
事業が計画に位置づけら
れたとおり、適切に実施さ
れた。

目標人数19,600人以上のと
ころ、19,737人となり、目標
を達成した。国の基準に則
り、連続運転時間を確保し
たため運行件数は伸び悩
んだが、乗合率が平均
4.2％向上したことが要因と
考える。

午前中～昼時間帯のお断り件
数が多い状態である。この時
間帯のルール見直し等による
乗合率向上を検討する必要が
ある。

令和６年度　地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（地域公共交通計画／生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

守谷市地域公共交通活性化協議会

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況



地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

高齢者や免許返納者等の移動手段を持たない住民にとって、公共交通は日常生活を送る上で重要な役割を担ってい
る。しかし、鉄道や路線バス、コミュニティバスでは、地域内の小さな移動を実現することは難しい。そのため、利用者
のニーズに合わせた運行が可能であるデマンド乗合交通の運行を継続することで、他の交通手段とともに住民が安心
して移動できる地域の交通を存続させていくことが必要である。

別添１－２

事業実施と地域公共交通計画／生活交通確保維持改善計画との関連について

令和7年1月　　日

協議会名： 守谷市地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金



令和５年４月～令和９年３月

令和６年度 守谷市地域公共交通活性化協議会 （茨城県守谷市）
（地域内フィーダー系統確保維持事業）

地域の公共交通等の現況・課題

（令和６事業年度に係るもの）
・第１回（令和６年６月２６日）

令和６年度守谷市地域内フィーダー系
統確保維持計画について協議

・第２回（令和７年１月２９日）

令和６年度守谷市地域内フィーダー系
統確保維持計画の事業評価について
協議

協議会開催状況

目標を達成するために行う事業の今年度実施状況

アピールポイント

・利用者数の増加により、一般のタクシー事業者だけでなく、福祉タクシー事業者にも車両の提供を受け実施している。
・福祉関連部署と連携し、乗車状況から高齢者の歩行の程度や、障がいの有無を情報共有し、福祉的なアプローチに
もつなげている。
・商業施設と連携し、買い物金額に応じてデマンド乗合交通の割引券の発行を行っている。
・令和６年２月より、免許返納した方へモコバス・デマンド乗合交通共通の無料券を配布することで、免許返納及び公共
交通利用の促進を図っている。
・警察署と連携し、免許返納した方にデマンド乗合交通無料券を交付している旨のチラシを配布して、確実に事業内容
が伝わるようにしている。
・市内小学校及び高齢者サロンで公共交通講座を実施し、普及及び理解の増進に努めている。

本市における公共交通は、南北に走るつくばエクスプレス（１駅：守谷駅）、東西に走る関東鉄道常総線（３駅：新守谷駅、守
谷駅、南守谷駅）が市中央部の守谷駅で交差し、守谷駅を中心に民間路線バス（５路線）、市営コミュニティバス（２路線）、デ
マンド乗合交通（４台）が運行している。
市営のコミュニティバスの導入で市内の交通空白地域の解消を図っているが、地域により移動実態が異なるため、バス利
用者数は低い傾向にある。また、デマンド乗合交通に関しては、利用者が増加しており、予約を取得できない場合がある。

交通計画の計画期間

交通計画の基本的な方針／定性的な目標

本市は35.71km²のコンパクトな都市であるものの、憩いの空間である水と緑、充実した商業機能や医療機能が立地して
いる。誰もがこれらの施設や空間を利用でき、自家用車に依存しなくても生活できるよう「いきいきとした快適な暮らしを
長く支える持続可能な公共交通」を交通計画の将来像とする。

・コミュニティバスの継続的な運行を行い地域住民や通勤者の足として利用していただくこと及び月ごとに利用者情報
を集計し、ルート改変を検討する際の資料としている。
・デマンド乗合交通を継続的に運行し、コミュニティバスでもカバーしきれていない方についても公共交通を利用できる
よう取り組んでいる。
・市立小学校1校の３・４年生に対し、コミュニティバスの周知及び利用促進を図るため、バスの乗り方の解説を含めた
出前授業を実施した。
・市内の高齢者サロン２箇所にて、コミュニティバスとデマンド乗合交通の利用方法・料金・疑問点などの解説を含めた
公共交通利用講座を行った。
・９月下旬の１週間、市内事業者にも協力を依頼し、ノーマイカーウィークを実施して公共交通利用の機会創出を図った。

面 積 35.71 ｋ㎡

人口 （R6.4.1時点） 70,627 人

15歳未満 10,222 人

65歳以上 16,902人

高 齢 化 率 23.9％









デマンド乗合交通運行状況（月別） 事業者名：4社合計

運行日数 走行距離 運行距離
利用者人数

大人 障がい者 中学生以下 合計

令和5年10月 26日 8,910.0km 4,377.1km
1,460人 242人 0人 1,702人

438,000円 48,400円 0円 486,400円

令和5年11月 26日 9,018.0km 4,590.1km
1,404人 225人 0人 1,629人

421,200円 45,000円 0円 466,200円

令和5年12月 24日 8,518.0km 4,319.3km
1,318人 269人 0人 1,587人

395,400円 53,800円 0円 449,200円

令和6年1月 24日 7,938.0km 3,844.8km
1,225人 196人 0人 1,421人

367,500円 39,200円 0円 406,700円

令和6年2月 25日 8,508.0km 4,325.8km
1,362人 217人 0人 1,579人

408,600円 43,400円 0円 452,000円

令和6年3月 26日 9,241.0km 4,724.0km
1,422人 242人 3人 1,667人

426,600円 48,400円 0円 475,000円

令和6年4月 26日 9,496.0km 4,874.6km
1,459人 222人 2人 1,683人

437,700円 44,400円 0円 482,100円

令和6年5月 27日 9,221.0km 4,853.6km
1,457人 214人 2人 1,673人

437,100円 42,800円 0円 479,900円

令和6年6月 25日 9,029.0km 4,725.4km
1,474人 227人 0人 1,701人

442,200円 45,400円 0円 487,600円

令和6年7月 27日 10,043.0km 5,233.6km
1,556人 278人 0人 1,834人

466,800円 55,600円 0円 522,400円

令和6年8月 27日 9,251.0km 4,790.5km
1,431人 189人 5人 1,625人

429,300円 37,800円 0円 467,100円

令和6年9月 25日 8,863.0km 4,744.3km
1,419人 217人 0人 1,636人

425,700円 43,400円 0円 469,100円

合計 308日 108,036.0km 55,403.1km
16,987人 2,738人 12人 19,737人

5,096,100円 547,600円 0円 5,643,700円

総運行日数： 308日

総乗客数： 19,737人

運賃収入総額： 5,643,700円



○参考資料として以下の資料を添付

・地域の公共交通体系図（鉄道、民間路線バス、コミバス 等）

・補助対象事業の運行系統図・区域図

・補助対象事業の実績データ（利用者数、収支 等）

・その他参考となる資料（利用促進の取組 等）


